
第 3 回 黒島地区連続まちづくりセミナー・開催報告 

■日時：平成２０年 ５月１２日（月） 午後６時３０分～８時３０分 

■場所：黒島公民館（輪島市門前町黒島町高池４５） 

■主催：黒島地区まちづくり協議会 （後援：輪島市文化課、輪島市都市整備課） 

■当日の参加者：５０名 

■内容 
①報  告：「伝建地区制度の概要と今後のスケジュール」 輪島市 
②講  演：「重伝建地区のまちづくり」 金沢工業大学教授・谷明彦先生 
③事例報告：「加賀市橋立地区での事例紹介」 加賀市整備課・澤出幸雄氏 
④質疑応答 

 
■講演の要点 
＜谷先生＞ 

・金沢工大の谷先生には「重伝建地区のまちづくり」と題し、講演いただいた。 

・伝建地区に指定するためには、地元住民の熱意がとても重要であり、将来に向けて

住民が主体となり、景観を保全していくことが求められるとのことでした。 

・伝建地区にすることが目的ではなく、町並みを守り・活かすことで、まちをより良

くし、将来に向け持続可能なまちづくりを進めることが重要であるとのことでした。 

＜澤出氏＞ 
・加賀市の澤出さんには「加賀市橋立地区での事例紹介」と題し、講演いただいた。 

・伝建地区の修理・修景事業とは、基本的には外観の保存を目指しており、内部はあ

る程度自由度の高い改修ができるとのことでした。 

・一般的な景観整備と伝建地区の違いは、景観整備は建物の外観を綺麗に「化粧直し」

することだが、伝建地区は伝統的技術を用いて、地元にもともとある建て方にする

ことを重視している点であるとのことでした。 

 
■当日の様子 

 

講師の澤出氏(左)、谷先生(右) 

 

講演の様子 




